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柴
田
平
三
郎
先
生
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
を
も
っ
て
本
学
を
定
年
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。

私
ど
も
は
先
生
の
ご
退
職
に
際
し
、
長
年
に
わ
た
る
本
学
へ
の
ご
貢
献
に
対
し
て
、
名
誉
教

授
の
称
号
を
お
贈
り
し
、
ま
た
こ
こ
に
本
紀
要
の
特
別
号
を
捧
げ
る
こ
と
で
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

柴
田
先
生
は
、一
九
八
二
年
四
月
に
本
学
法
学
部
法
律
学
科
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、

一
九
八
六
年
四
月
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、わ
が
国
で
は
以
前
あ
ま
り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
世
の
政
治
思
想
が
、

近
現
代
の
政
治
思
想
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
若
く
し
て
着
目
し
、
中
世
政
治

思
想
研
究
の
分
野
を
切
り
開
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想 『
神

国
論
』
研
究
序
説
」（
未
來
社　

一
九
八
五
年
）
で
、
一
九
八
六
年
に
母
校
で
あ
る
慶
應
義

塾
大
学
か
ら
博
士
号
の
学
位
を
受
け
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、「
中
世
の
春
―
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ

の
ジ
ョ
ン
の
思
想
世
界
」（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
二
年
）、「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ



ナ
ス
の
政
治
思
想
」（
岩
波
書
店　

二
〇
一
四
年
）
と
、
そ
の
研
究
を
広
げ
か
つ
深
め
、
ま

た
こ
れ
に
関
連
し
て
モ
ー
ゼ
ス
・
フ
ィ
ン
リ
ー
や
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
翻
訳
等
も
手
が

け
て
、
わ
が
国
の
中
世
政
治
思
想
史
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
学
問
分
野
へ
の
ご
貢
献
や
こ
れ
を
通
じ
た
本
学
及
び
本
学
部
の
評
価
へ
の

寄
与
に
加
え
、
学
内
に
お
い
て
は
、
学
友
会
総
務
部
長
、
国
際
関
係
法
学
科
長
、
法
学
部
長
、

図
書
館
長
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
多
く
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
る
間
、
相
互

に
「
平
ち
ゃ
ん
」「
彰
ち
ゃ
ん
」
と
呼
び
合
う
朋
友
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
古
関
彰
一
本
学
名
誉

教
授
と
共
に
、
現
在
の
学
内
及
び
学
部
内
の
自
由
な
風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
者
と
し
て
も
、
本
号
に
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学

研
究
院
教
授
の
関
谷
昇
先
生
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を
育
成
し
、

そ
の
講
義
も
聴
講
し
て
い
る
女
子
学
生
を
夢
見
心
地
に
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る

よ
う
な
大
変
魅
力
的
な
も
の
で
し
た
。

本
号
の
執
筆
依
頼
に
際
し
て
、
編
集
者
が
調
整
に
追
わ
れ
る
程
多
く
の
方
の
執
筆
の
ご
希

望
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
ま
た
、
先
生
の
ご
人
徳
の
故
と
存
じ
ま
す
。

先
生
に
は
今
後
と
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
な
さ
い
ま
す
よ
う
、
本
号



執
筆
者
及
び
同
僚
一
同
心
よ
り
祈
念
し
、
謹
ん
で
本
号
を
献
呈
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
一
七
年
四
月


